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『隣地も測量することになったのはいいけど、この現場の計算条件って？器械点はどこにしたかな？』 
全ての疑問は、現場を開いた瞬間に解決できます。確認の手間を軽減、それが「見える化」！ 
 
 

Point 

１ 

メインメニューの見える化 1-1 

見える・魅せる機能あれこれ 

現場情報の確認や継続作業をスムーズにおこなうために「見える化」したメイン画面。 
また、使用頻度の高いメインメニューでぜひ覚えてほしい便利な「魅せる機能」もご紹介します。 

 

◆条件設定 
計算条件と登録時の条件名も表示され確認の手間
いらず。 
 
    をクリックすると条件が変更でき、変更されたこと
を文字でもお知らせ。 

◆作業データ情報 
プログラム名をクリックするだけでメニューに移動。作業の
継続や確認もスムーズにおこなえます。 

◆地理院タイル背景表示 
現場に行く前に状況の確認ができ、作業計画を立てやすくなります。 
 
    メニューで切り替えが可能です。 
 ◆現場情報の表示設定 

ピンをクリックすると現場情報が非表示に
なり、現場プロットを広々表示します。 
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セルの画面で見える化 1-2 

 
『この測点に杭種を入れよう。あれっ？点名が隠れちゃった・・・』 そんな時には固定するセル項目の右隣セルを選択し、
右クリックから「ウィンドウ枠の固定」。横にスクロールしても常に表示されるから、超便利！ 

横にスクロールしても、点名が常に見え
る状態に固定されます。 

■ ウィンドウ枠の固定 

『座標を確認したいけど、小さくて見えない・・・確認したい項目はどこにあるの？』そんなお悩みはすぐに解決！ 
座標に地番にトラバース計算、縦横断でも全てはセルに入力。セルの操作をマスターし思いのままにカスタマイズしてみま
しょう。 

 
大きい表示で確認もラクラク！スライダーで見やすいサイズを見つけましょう。 
画面右下のスライダーを［+］方向に移動すると拡大、［－］方向に移動すると縮小表示します。 
 

 

◆セルのサイズ調整 
［％表示］をクリックして数値指定も可能です。 

■ セルのサイズ調整（文字サイズの調整） 

■画面全体の表示倍率変更について 
全体の表示倍率を大きくするには［ファイル－オプション］ 
で表示倍率を変更します。最大 150％まで設定可能 
ですが、ご使用のディスプレイの解像度、Windows の 
拡大率の設定により異なります。（拡大できない場合もあります） 

Memo 
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『ウィンドウ枠の固定は確かに便利！でも、あまり使わない備考とかは、なしにしたいな・・・。』 
そんな時には、項目名の上で右クリック！不要な項目のチェックをオフにするだけです。 

 

 
『点名で区別しているけど、登録した座標はトラバー点？それとも・・・交点計算で計算したっけ？』 
そんな時には［セル］タブの［項目設定］メニューでお悩み解決！必要な項目だけをどの現場でも表示できます。 

［上へ］［下へ］で項目の表
示順を変更可能 

◆テンプレート管理 
設定した項目をテンプレート管理に［登録］
すると新規現場作成時に同じ設定で表示さ
れます。既存の現場では登録した条件を
［読込み］するだけで同じ設定になります。 

点名から座標登録に使用したプロ
グラム名まで一度に確認可能 

◆セル項目の表示設定 
座標管理セルでは［点名］
［X 座標］［Y 座標］の３項
目は非表示に設定できません。 
 

■ セルの項目設定 

■ セル項目の表示設定 

◆プロットについて 
プロットセルに［○］が表示されていると現場プ
ロットに測点マークを表示します。ダブルクリックで
空欄にし非表示にすることもできます。 
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『あの座標どの辺だったかな？』 座標や地番が増えると探すのもひと苦労・・・。でも大丈夫！大きな現場でも簡単に見つ
けられます。よく使う機能は操作もいたってシンプル！クリックするだけで見つけませんか、その座標。 

現場プロットで見える化 1-3 

 
座標リストをクリックすると現場プロットでは色で位置をお知らせ。座標が増えたら現場プロットの中央で確認できる、それ
が［表示－座標ズーム］。現場プロットをある程度拡大しておくと、より確認しやくなります。 

 

  

 

 

■色の変更について 
選択した座標や地番を好きな色にしたい、そんな時に
は［ファイル－オプション］配色-共通タブの「ハイライ
ト」の色を変更しましょう。 

 

■ 座標ズーム 

現場プロットで測点マークをクリックす
ると座標管理の該当行にカーソルが
移動 

Memo 
 

 
『任意座標を公共座標に変換したら、現場プロットからは探せない・・・。』 そんな時には見たい範囲を拡大表示。 
次に、メニュ－から「原図領域」をクリックするだけ！これだけでさらに拡大・縮小表示しても全体図に戻すとこのエリアに
戻ります。簡単操作で作業効率が大幅アップ！ 

■ 原図領域の指定 

 

メニュー 

再度「原図領域」をクリックすると
元の状態に戻ります。 
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『探しているのは測点「B4」なんだけど・・・名前で探せないのかな？』そんな時には、点名セルを選択し右クリックから 
［位置－検索］。大文字/小文字を気にしなくても検索できるから、気軽に入力 OK！ 

「B4」「b4」のどちらでも検索したい
場合チェックをオンにします。 

■ 点名で検索 

入力画面で魅せる化 1-4 
座標や地番の登録あるある『K の付く測点っていくつまで登録したかな・・・地番はたしか 10-5 まで・・・。』 
そんな時には、最終点名+1 を教えてくれたら便利ですよね。 
ここでは、そんな便利な機能と合わせて、登録した座標値の確認方法や測点の検索方法もご紹介します。 

 
点名を入力しようとしたら、『あれっ、Sの測点いくつまで入力したかな・・・。』 そんな時には S の後ろにたった１つ記号を
入力するだけ。「S９」まで登録済みの場合、「S>」 と入力し enter キーを押すと「S10」に変換されるんです！ 
地番名の場合は「10-＞」で「10-6」というように変換されます。ぜひご利用ください。 

 

■ 最終点名+1 を自動入力 

 
『手入力した座標値は一人で確認しても間違いに気がつかないんだよね・・・。二人なら読み合わせできるのに。』 
いいえ、一人でもできるんです読み合わせ！範囲選択し［セル］タブの［読み上げ］をクリックするだけ。 

■ セルの読み上げ 

◆読み上げオプション 

音量や速度、数字の棒読み、桁読みの設定などが
可能です。 
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『見つけた測点をこのまま印刷できたらなぁ・・・。メニューの［座標計算－座標プリント］でまた入力するしかないの？』 
せっかく検索した測点はこのまま印刷しちゃいましょう！座標管理や地番管理から直接印刷できるんです。 

印刷する測点を選択し
「計算書作成」をクリック。 
右クリック「範囲選択」で
現場プロットから範囲選
択も可能。 
 

■ 選択した測点を印刷：座標プリント 

計算書は「プレビュー選択」で 
グループとタイプを確認しながら
選択可能。 

 
『選び忘れた測点があったんだけど、１つずつ入力するしかないのかなぁ・・・。点名に「R」が付いたものだけ入力したい。』 
そんな時には［ワイルドカード］や［＿］を利用して一気に入力しましょう。入力方法は画面に表示されるから安心！ 
 

■ セルの入力方法：範囲指定入力 

■選択方法の解除について 
選択した範囲内の座標や地番を解除するには、 
現場プロットで ctrl キーを押したまま測点マークを 
クリックします。 
 
 
 
 

Memo 
 

Ctrl キーを押したまま 
クリック 

「R1_R5」と入力し enter キーを押し
ます。（「R*」で R の全測点入力） 

■入力方法の確認 
点番や点名セルをクリックすると画面左下に入力方法が 
表示されます。 
 

Memo 
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 リンク機能で見える化 1-5 
『写真や計算書、登記情報の PDFを整理するのにいい方法ってない？座標や地番と一緒に管理できたらいいのに・・・』 
データ入力や図面作成は、書類や写真を一緒に管理しておくことで確認の手間が省けて作業効率が格段にアップ！ 
しかもドラッグ＆ドロップするだけの簡単操作！ぜひ、座標と地番に関連付けておきましょう。 

 
座標管理・地番管理にある［表示－リンク表示］で、写真や書類を関連付けて登録することができます。 
エクスプローラーで写真フォルダーを開き、イメージ枠にドラッグ＆ドロップするだけ！ 

 

■ 写真や書類を関連付け：リンク機能 

リンクイメージ枠（近景など）は［表示－リンク
表示］のチェックがオンの場合表示されます。 

ダブルクリックや右クリックのメニュ
ーから確認が可能です。 
 
 
 

■一括でリンク設定する方法について 
［リンク－ファイル名称からのリンク付け］ではフォルダーを指定するだけ 
で一括でリンク設定が可能です。 
リンクファイルの命名規則に則っているかが判断基準になりますので、あら 
かじめ、命名規則を入力し写真ファイル名と合わせておきましょう。 
（登録例） 
命名規則：近景 ⇒ 名称設定項目「点名」 
              フッター「K」 
        遠景⇒ 名称設定項目「点名」 
              フッター「E」 
点名 A1 の場合：近景 ⇒ 写真ファイル名は「A1K」 
         ：遠景 ⇒ 写真ファイル名は「A1E」 
 
 

Memo 
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『スマホで撮影した写真、位置情報付きなんだよね。こういう写真を利用できたら便利なんだけど・・・。』 
お任せください！メニュ－から「位置情報付き写真の読込み」をクリックし写真を選択するだけ。取り込んだ写真の情報 
から座標登録もできるんです！コンパス機能があれば撮影方向の取得もできるから、現場プロットで確認 OK！ 

■ 位置情報付き写真の読み込み 

メニュー 

コマンドボタンまたは右クリックから
［現位置を座標登録］を選択。 

■データ連携：TREND-FIELD 
現場端末システム【TREND-FIELD】で観測時
に撮影した写真もリンク可能です。 

 
『リンク付けした写真や要図、何か便利な使い方あるかな？まさか・・・これで終わり？』 そんなことはありません！ 
点の記作成では写真と要図を自動配置し一括作成できるんです。［計算書作成－点の記］をクリックするだけ！ 

■ リンクを利用した点の記作成：点の記作成オプション 定価（税抜） 15万円 

必要項目を入力してから作成
しましょう。 

座標登録後は測点間の距離を計測
可能で、近くに基準点がない場合でも
大まかな位置を把握できます。 

図面への写真配置について： 
「5 ラスタ（画像・写真）機能あれこれ P.66～参照 
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 座標管理・地番管理で魅せる化 1-6 
『SIMA データでやり取りすると同じ座標や地番が増えることってよくあるんだよね・・・何かいい方法ないのかな？』 
取り込む時の設定にあるんです［上書き設定］！同一点、同一地番は取り込む時の条件設定が肝心です。 
また、取り込み後の座標の空き行が気になる場合も大丈夫！座標を移動しても地番と連携できる機能もご紹介します。 

 
座標管理・地番管理の［データ読込み－座標地番 SIMA］をクリックし、読み込むファイルを選択。 
［座標地番属性の設定］で「座標・地番の上書き条件を設定する」のチェックをオンに設定しましょう。 
地番情報だけ先に入力済みの場合でも、地番名が一致していれば座標と地番を上書きで取り込むことも OK！ 

■ 座標地番 SIMA読み込み：重複防止の上書き設定 

座標地番 SIMA［JPGIS］ファイル形式では
地番情報（地目や所有者、公簿面積など）
も取り込むことができます。 
 

 
座標と座標の間が空いているのが気になる場合［行－行間詰め］で解決できます！ 
でも、その前に［詳細設定－行コマンドで地番構成点を同期］のチェックをオン！これで地番も崩れしらずです。 

■ 座標行間詰めと地番構成点の同期 

行間を詰める範囲を選択し右クリックから［行－行間詰め］を選択。 
（※ 行間詰めは地番管理でも可能） 
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■ファンクションバーの変更方法 
［共通］タブから［表示－F］を選択。 
アプリケーションタブでコマンドを割り当てします。 

 
 
 
 
 
 

Memo 
 

 
『詳細設定の［座標値重複チェック］とか便利な機能があるんだけど、もっと目立つところに出せないの？』 
画面を有効に使えるように最初は非表示ですが、各メニューで使用頻度の高いコマンドは目立つ所に出せるんです！ 
しかも、alt キーを押すだけ！もちろん、コマンドの設定もできるから思いのままにカスタマイズしましょう。 

■ 使用頻度の高い機能を画面に表示：ファンクションバー表示 

alt キーを押し［ファンクションバー］の表示・非表示
の切り替えが可能。表示後は、直接クリック、または
f1～f12 キーを押しコマンドを実行。 

 
『座標の重複を未然に防ぐ機能がいろいろあるんだね。でも、登録済みの座標が既に重複しているかチェックできる？』 
座標値が同じ、または座標値が同じでも点名が異なる測点については［同一点チェック］にお任せ下さい！ 
座標のチェックと同時に隣接地番の構成点チェックもおこない、地番を崩すことなく削除して整合性をはかります。 

■ 座標の重複と隣接地番の構成点確認：同一点チェック 

入力例：下記の隣接する２地番で［同一点チェック］を実行した場合 

■同一座標値の B1 と B-1 
地番 6 では「B-1」を使用 
地番 7 では「B1」を使用 

■同一座標値の C8 と C-8 
「C8」は地番 6 の構成点。 
「C-8」は地番の構成点ではない。 

両方とも地番構成点のため、どちらかを削除し、
構成点は置換先の測点に自動で置き換わりま
す。 

地番構成点の座標は［地番］に○が付き、 
地番構成点ではない座標の［削除］に●が付
き優先的に削除されます。 
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 地番登録で魅せる化 1-7 
『１つ２つならいいけど、筆数が多い時に知っておくと便利な登録方法ってあるのかな・・・。あるなら教えて！』 
１筆ずつの登録は確実ですが、知って頂きたい便利な登録方法をいくつかご紹介します！ 
もちろん登録してから気が付く、地番の組み間違いをスピーディに修正する方法も合わせてご案内します。 

 
地番管理で登録先を選択し［地番登録・編集］を選択します。地番名と構成点を入力後に［新規地番］をクリッ
クするだけ。「編集内容を登録」を選択し OK！あとは必要な分操作を繰り替えすだけ！ 
『あっ、さっき登録した地番間違えた！』 そんな時には慌てず［前地番］で戻り訂正しちゃいましょう。 

■ 連続で地番を登録 

地番名、構成点を入力後［新規地番］
をクリック。［前地番］［次地番］で前後
地番の訂正が可能。 

 
隣接する複数の地番を登録する場合に、全体形状を結線し分割線で区切りながら地番を作成していく機能、それが 
［特殊編集－結線登録］！作成した地番は一括登録でき、地番名も連番で登録することができます。 

■ 複数地番の登録：結線登録 

◆地番を結線入力 
地番の外周を順に結線し最後は初点をクリック。
［ペン UP］を選択し結線を解除。 
分割線の座標をクリックし、地番を分割。 

◆地番を一括登録 
［地番登録］を選択し、地番名を入力。 
［一括登録］をクリック。 

■ファンクションバーから結線登録 
ファンクションバーの f8 に［結線登録］が割り当てられているため、ファンクションバーが非表示状態でも f8 キーを押すと実行できます。 

 
 

Memo 
 

◆地番を個別登録 
［地番登録］を選択し、地番名を入力。 
登録する領域をクリック。 
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『構成点が多いと大変なんだよなぁ地番の入力・・・。やっと終わったと思ったら、隣接地番でもう１回クリックするの？』 

そんな時には［追尾入力］！地番構成点を自動追尾してくれるから、始点、方向、終点をクリックするだけなんです。 

■ 隣接地番を利用した地番登録：追尾入力 

方向
 

終点 

始点 

追尾は一瞬！３点クリックで 39点の入力完了。 
終点を指定後に［追尾入力］をクリックし解除。 
次の構成点を順にクリックし［登録終了］です。 

 
『構成点を拾い忘れた！あっ余計な点も拾ってる・・・。［地番登録・編集］で該当行を見つけるしかないのかな？』 

［行－挿入・削除］もいいですが、そんな時には［特殊編集－構成点編集］にお任せください！ 

現場プロット上で［追加・訂正・削除］がイメージ通りにサクっとできるんです。 

■ 地番構成点の編集 

◆構成点を追加 
追加する辺、追加する点の順にクリック。 

◆構成点を訂正 
訂正元の点、訂正先の点を順にクリック。 

■複数地番で共有している測点を編集した場合 
複数の地番で共有する構成点を 
編集した場合、該当地番全てに 
対して変更が加えられます。 
ここでは同時に４地番の構成点 
が変更されます。 
 
 
 
 
 

Memo 
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『隣あった地番なのに片方の地番で拾った点をもう片方では拾っていない・・・。全部目視でチェックなのかな？』 

こんな時には［地番構成点チェック］！隣接地番の構成点をチェックし、違っている場合には自動修正してくれるんです。 

■ 地番構成点チェック：隣接構成点検索 

「52-10」の地番構成点に入っていない測点が変更後の点として表示され
［個別登録］（または［一括登録］）で構成点として追加されます。 

構成点をチェックする地番を入力し
［検索］をクリック。 

 
『構成点が多かったり測点同士が隣あっていると、拾う順番を間違えることあるんだよね・・・。簡単に探せないのかな？』 

［地番構成点チェック］では、ねじれのチェックも可能！検索後は［地番登録・編集］ですぐに修正が可能です。 

■ 地番構成点チェック：ねじれ検索 

構成点をチェックする地番を入力し
［地番重複検索］タブで［検索］。 

ねじれた地番の修正は［編集］をクリックし
表示される［地番登録 編集］で修正。 
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 座標管理・地番管理で作業効率化 1-8 
『地番の場合、所有者や地目ごとに計算書を作ることが多いけど抽出するのが大変・・・。簡単に抽出する方法ある？』
所有者や地目など地番情報を入力しておけば、条件を設定するだけで並び替え OK！それが［グループ編集］です。 
ここでは、座標登録・地番登録でさらに効率アップ間違いなしの便利な機能も合わせてご紹介します。 

 
 

地番管理で［グループ編集］タブをクリック。後は条件を選択し［最新情報に更新］をクリックするだけ！ 
所有者ごとにグループ化して表示も可能だから、所有者ごとの一覧もこれでばっちり作成できちゃいます！ 

■ 地番の並び替え：グループ編集 

 
抽出後は印刷するだけ！所有者ごとなどグループ化して表示される地番を選択し［計算書作成－地番プリント］！
印刷しなくても、地番を選択するだけで面積確認も即座に OK です。 

■ 抽出した地番を印刷：地番プリント・面積計算書 

◆合成面積表示 
選択した地番の合計面積を 
表示。［合計面積］をクリック 
すると面積の求積方法の変更 
が可能 

計算書は「プレビュー選択」で 
グループとタイプを確認しながら
選択可能。 

◆面積集計表 
[計算書作成－面積計算]で
作成可能。 
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［グループ編集］で字や所有者ごとに地番を選択したら、このまま図面作成に GO！ 
もちろん通常の［地番専用（地番管理）］からも CAD へアクセス OK。地番を選択するだけで丈量図も地積図も 
あっという間に配置完了です！ 
 

■ 抽出した地番で図面作成：CAD配置（測量図配置） 

図面を作成するグループをクリックし、
地番を選択。 

回転や配置位置を調整するには［CAD 起動時、
配置ダイアログを表示する］のチェックをオンにします。 

求積表の配置は shift キーを押しながら配置位
置をクリックするだけ！用紙下端まで連続自動
配置。 

 
複数の地番を選択しても、地積測量図の配置ができます！一筆ずつ配置する場合には［一筆配置］のチェックを 
オンにして OKするだけ！選択した地番数分の地積測量図の配置が完了です。 
 

■ 抽出した地番で図面作成：CAD配置（地積図配置－一筆配置） 

選択した地番数分のページが
作成されます。配置条件を変
更するには［図面配置］タブ
から［地積図－地積図配
置］で可能です。 
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『エクセルの地番情報を入力するのにいい方法ないかな？座標は確かコピー＆貼り付けできたけど、地番はどう？』  
地番管理でもコピー＆貼り付けで地番情報を入力することができます。セル項目の順番を確認してからおこないましょう。 

 

■ エクセルファイルから地番情報入力：コピー＆貼り付け 

セル項目の順序を合わせておくと、範囲選択
しコピーした場合でも入力可能セルにのみ情
報が貼り付きます。 

 
『エクセルからのコピー＆貼り付けもいいけど地番数が多いと範囲指定が大変。オプションとかでまとめて取り込みできる？』  
CSV ファイルならファイルを指定するだけで一気に取り込み可能！しかも標準機能！最初にフォーマット設定が必要で 
すが、設定は書込みして受け渡しも可能です。 

■ CSV ファイルから地番情報入力：CSV読込み 

座標管理または地番管理から［データ読込み
－CSV］を選択。 

［フォーマット設定］で地番部の情報の並び順な
どを設定。エクセルでセルの並びを合わせるのと同じ
ような作業です。 

 
『計算書を見ながら座標の手入力、これが一番手間なんだよね。間違うと地番登録しても面積合わないし・・・。』  
そんな時には［表 OCR変換］オプションはいかがでしょうか。スキャンした求積表から座標値を読み取り、形状や面積を 
確認して一括で地番登録までできちゃいます！ 

 

■ 計算書を利用した座標・地番登録：表 OCR変換オプション 定価（税抜）\150,000 

［フリーフォーマット］を選択しファ
イルを指定。 

座標管理または地番管理
から［OCR 地番変換］を
選択。 

範囲を指定すると変換したデ
ータを表示。［追加］で次ペ
ージでの作業を継続可能。 
リストで確認して［登録］。 
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日本測地系の座標を世界測地系の座標に変換します。 
メインメニューから［座標変換－座標変換（世界測地系）］を選択します。変換方法を選択後［パラメータファイル］
をクリックしファイルを指定後［座標変換］をクリック！計算書作成では日本測量協会検定済の帳票も作成可能。 
 

 
メインメニューから［現場の情報］を選択します。［測地系］をクリックし該当する測地系を選択します。 
［現場の情報］は各プログラムの［共通］タブからでも選択でき、同様に変更が可能です。日本測地系選択時には 
計算書に測地系は表示されません。 
 

測地系と計算書で見える化 1-9 
『計算書に世界測地系って表示されるんだけど、この現場ってまだ変換前・・・。どこかに設定あるのかな？』 
測地系は［現場の情報］で設定します。測地系の設定は SIMA データ出力時にも情報として書き込むことができます。
また、ここでは測地系が関係するプログラムと計算書の機能についてもご紹介します。 

              
 

■ 測地系の設定 

◆座標系の設定 
設定した座標系はトラバース計算、基準
点測量、座標変換（世界測地系）など
で参照されます。 

■ 座標変換（世界測地系）:バイリニア（日本→世界） 

変換元点番と変換後点番が同じ場合、座標は上書
きされるため地番は崩れません。 
上書きしたくない場合には点番を変更してくだい。 

４つの変換方法から選択。 
世界測地系を日本測地系への逆変換も可能。 
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■基点の座標値（変換元・変換後）が［座標管理］に登録されていない場合 
変換元の座標が登録されていない場合 
変換元 X、Y を入力します。 
 
変換後の座標が登録されていない場合 
基点の○を表示し、変換後 X、Y を入力します。 
 
未登録基点の座標を座標管理に登録するには 
［変換後点番］［変換後点名］を入力します。 
 

Memo 
 

 
バイリニア法（TKY2JGD）で変換時に使用している基準点（三角点）が改算・改測された場合、その点を基点と 
して［アフィン変換］をおこなう方が高い精度を得られます。（※上記基準点がバイリニア法で変換されている場合は 
アフィン変換で基点にする意味合いがないためバイリニア法で変換する方が望ましい。） 
変換方法［アフィン］を選択し［座標変換］をクリック！計算書作成では日本測量協会検定済の帳票も作成可能。 

■ 座標変換（世界測地系）:アフィン変換 

◆アフィン変換 
基点となる座標は３点以上必要。 

変換後点番・点名を入力すると基点
が［座標管理］に登録されます。 

 
国土地理院提供の「PatchJGD」に準拠した座標補正変換プログラムです。座標管理に登録済みの座標に対して、 
地震などの地殻変動に伴う座標値・標高値補正をおこなうことができ、「測地成果 2011」の成果が作成できます。 

■ 地殻変動に伴う座標値・標高値補正：座標補正（PatchJGD準拠）⇒ PatchJGD補正 

補正後の座標値と変動量が
表示されます。 

基点の入力は［基点］セルをダブルクリックで○を
表示し、座標管理に登録済みの場合は基点 No
に「点番」、もしくは基点名に「点名」を入力。 

 
 

座標系と補正対象を選択し、選択対象
の補正パラメータを指定します。 
 
◆補正パラメータについて 
国土地理院ホームページから提供されて
いる「座標（XY）補正用」「標高（Z）
補正用」をダウンロードしてください。適用
範囲をご確認の上ご利用ください。 
（http://www.gsi.go.jp/sokuchik
ijun/sokuchikijun41012.html） 
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補正前後の座標や、公図から復元測量したデータなど、２点間の距離を比較し較差の判定をおこなうことができます。 
PatchJGD準拠の座標変換というネーミングにこだわらず、設計時と現地観測時の座標比較などにもご利用ください。 

■ 2点間の座標差を確認：座標変換（PatchJGD準拠）⇒ 点検（座標） 

 
『計算書の日付は消したいけど、平成とか年月日は残したい。フリーフォーマットで作るんだよね・・・。うまく作れるかな？』 
日付に関しては様々な計算書で対応が必要ですが、全てを作成するのは大変です。 
こんな時には［ページ通し－文字の置換］！複数ページある計算書も一度の操作で全ページ修正 OK！ 

■ 計算書の編集：ページ通しで文字の置き換え 

◆設定－参照先 

「PatchJGD 補正結果」と「登録
済み座標」から選択します。 

◆データ編集 

データの入力方法は「測点指定」
「地番指定」、または「PatchJGD
補正対象地番の構成辺取込
み」から選択します。 

「地番指定」の場合は現場プロッ
トから指定します。 

点検（座標）を選択し、新旧２点（比較する 2
点）を入力します。座標差などが表示されます。 

■メニューについて 
補正前後の座標値で面積の比
較も可能です。 
 
 
 
 
 

Memo 
 

◆日付を空欄にする 

日付だけではなく平成や年月日まで消えてし
まいます。 

図面に座標のズレと移動量を配置する方法について： 
「4 CAD応用 使って納得機能あれこれ」P.63参照 
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『データを追加して計算書を作成したら、距離が違ってる・・・。どこか条件を変更したのかな。確認する方法ある？』 
困った時には計算書名の上で右クリックから［作成条件］を選択するだけ！計算書作成時の条件が表示され、直前 
の計算書と異なる作成条件は「赤字」で教えてくれます。 

■ 計算書の作成条件を確認 

作成条件を表示したまま比較する
計算書をクリック。異なる［距離］
の条件を赤字で表示。 

■計算書に関するメニュー 
右クリックで表示されるコマンドはリボンにも表示され、 
［選択削除］では不要になった計算書を複数指定し 
まとめて削除することができます。また、作成した計算書は Excel形式で書き込むことが可能です。 

Memo 
 

 
『計算書の文字を訂正しようとしたら、いつもあるはずのプロパティがない・・・。どうしよう、表示する方法教えて！』 
プロパティなどのパネルは「フローティング」状態にすると個別に表示され、移動が可能になりますが、小さく表示されることが 
あり、画面の下に隠れることも。そんな時には「パネルの初期化」ボタン    をクリック！元の位置に表示されます。 

■ 画面にあるはずのプロパティが消えたら：パネル位置の初期化 

プロパティが画面内に固定表
示される「ドッキング」状態。 

プロパティが個別に表示される
「フローティング」状態。 

▼マークをクリックするとメニューが表示されます。 
「ドッキング」のチェックがオンの 
場合は画面内に固定表示。 

■CADや各階平面図の場合 
パネルの初期化ボタンは［設定］タブ［設定］グループの右隅にあります。 

Memo 
 




